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出
入
り
自
由
、
親
し
み
深
く

　

大
分
市
新
春
日
町
の
市
営
球
技
場
。
西
側
入
り
口
の
門
柱
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
ス
タ
ン
ド
に
は
「
国
体
記
念
事
業　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
事
業　

１
９
６
６
」
の
プ
レ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
市
営
球
技
場
」
は
通
称
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
相
撲
場
な
ど
を
含
め
た
総

称
は
、市
の
条
例
で「
大
分
総
合
運
動
公
園
」と
な
っ
て
い
る
。そ
の
中
に「
駄

ノ
原
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場
」「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」「
相
撲
場
」「
運
動
場
」

な
ど
が
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
度
は
計
約
十
二
万
六
千
人
が
利
用
し
た
。

　

球
技
場
は
旧
陸
軍
第
四
七
連
隊
の
跡
地
を
一
九
五
〇
年
、
市
営
陸
上
競

技
場
と
し
て
建
設
し
た
の
が
前
身
。
六
五
年
、
大
分
国
体
の
メ
ー
ン
会
場

ラグビー・サッカー場として “ 再生 ” した市営球技場

  

�
大
分
市
営
球
技
場   

（
二
〇
〇
五
年
三
月
二
十
日
）

と
し
て
大
分
川
の
ほ
と
り
に
現

在
の
市
営
陸
上
競
技
場
が
造
ら

れ
た
た
め
、
六
六
年
三
月
に
ラ

グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
、

あ
ら
た
め
て
整
備
し
た
。
県
内

の
ラ
ガ
ー
メ
ン
な
ら
一
度
は
プ

レ
ー
し
た
こ
と
の
あ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
だ
ろ
う
。

　

周
囲
に
は
大
分
西
高
校
、
王

子
中
学
校
、
大
分
大
学
付
属

小
、
中
、
養
護
学
校
と
学
校
が

多
く
、
県
立
図
書
館
も
あ
る
文
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教
地
区
。
夕
方
に
は
下
校
途
中
の
ひ
と
と
き
を
ス
タ
ン
ド
で
過
ご
す
子
ど

も
や
高
校
生
の
姿
も
。

　

出
入
り
が
自
由
な
公
園
で
も
あ
り
、
朝
は
日
が
昇
る
前
か
ら
、
夜
は
午

後
十
時
す
ぎ
ま
で
近
く
の
人
た
ち
が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
る
。
夕
方
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
で
歩
い
て
い
た
新
春
日
町
の
田

仲
睦
雄
さ
ん
（
66
）
は
「
歩
か
な
い
と
、
そ
の
日
、
何
か
を
し
忘
れ
た
よ

う
な
気
分
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

七
十
歳
と
六
十
六
歳
の
夫
婦
が
管
理
人
と
し
て
敷
地
内
に
あ
る
事
務
所

【
メ
モ
】
最
寄
り
の
バ
ス
停
は
大
分
交
通
の

「
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
」。
大
分
駅
前
か
ら

県
立
図
書
館
行
き
な
ど
で
10
分
ほ
ど
。
ラ

グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

相
撲
場
、
運
動
場
の
利
用
は
有
料
。
そ
れ

以
外
は
自
由
に
利
用
で
き
る
。

に
住
ん
で
い
る
。

　

相
撲
場
の
ト
イ
レ
で
夜
を

明
か
し
た
り
、
無
断
で
ラ
グ

ビ
ー
場
を
使
っ
た
り
と
マ

ナ
ー
の
面
で
問
題
も
起
こ
っ

て
い
る
。

　
「
た
く
さ
ん
の
人
が
利
用

す
る
公
園
で
す
か
ら
、
お
互

い
に
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
も

ら
い
た
い
」

　

ま
も
な
く
桜
の
季
節
。
球

技
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
囲
む

二
十
数
本
の
桜
が
つ
ぼ
み
を

膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
こ
と
し

も
、
見
事
に
咲
き
誇
る
桜
を

目
当
て
に
多
く
の
市
民
が
訪

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。



「バスを降りたら」● 第 11 回　p. 4

　

大
分
市
本
神
崎
の
旧
国
道
か
ら
北
側
の
別
府
湾
に
向
か
う
と
、
江
戸
時

代
の
立
派
な
伽
藍
（
が
ら
ん
）
を
構
え
た
風
格
あ
る
建
物
の
数
々
―
。「
柱

や
基
礎
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
修
復
の
際
も
手
直
し
の
必
要
が
な
い
ほ

ど
で
し
た
。
当
時
の
職
人
の
技
は
大
し
た
も
の
」。
第
十
三
代
の
藤
音
浄

明
住
職
（
54
）
が
本
堂
を
指
し
て
話
し
た
。

江
戸
中
～
後
期
の
建
造
物
群

  

� 

教
尊
寺

江戸期の立派な伽藍を構える教尊寺

（
二
〇
〇
五
年
三
月
二
十
七
日
）
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一
六
四
一
（
寛
永
十
八
）
年
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
と
し
て
開

創
。
百
五
十
年
後
に
再
建
さ
れ
た
本
堂
を
は
じ
め
、
江
戸
中
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
の
建
物
が
現
存
し
、
本
堂
、
庫
裏
、
書
院
、
御
殿
、
経
蔵
、
鐘
楼
、

山
門
の
計
七
棟
は
一
九
九
九
年
に
県
指
定
有
形
文
化
財
に
選
定
さ
れ
た
。

　

創
建
に
は
、
領
主
だ
っ
た
肥
後
細
川
家
が
協
力
。
屋
根
瓦
に
は
寺
紋
の

「
下
が
り
藤
」
と
と
も
に
細
川
家
の
「
九
曜
紋
」（
家
紋
）
が
彫
ら
れ
、
参

勤
交
代
の
際
に
は
藩
主
が
休
憩
所
と
し
て
利
用
し
た
。
当
初
は
書
院
を

使
っ
て
い
た
が
、「
手
狭
だ
っ
た
た
め
御
殿
を
増
築
し
た
」
と
い
う
。

　

中
規
模
の
真
宗
寺
院
本
堂
の
完
成
型
を
示
す
―
と
さ
れ
る
本
堂
の
内
部
に

は
、
獅
子
や
ハ
ス
の
花
な
ど
装
飾
性
に
富
ん
だ
多
彩
な
彫
刻
。
経
蔵
内
に
納

【
メ
モ
】
最
寄
り
の
バ
ス
停
は
大
分
バ
ス

の
「
神
崎
」。
大
分
バ
ス
本
社
前
５
番
乗

り
場
か
ら
、佐
賀
関
行
き
な
ど
で
約
50
分
。

寺
は
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
約
10
分
。

め
ら
れ
た
八
角
輪
蔵
は
九
州

最
大
級
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
彫
刻
や
彩
色
が
施
さ
れ
た

華
や
か
な
仕
上
げ
。
藤
音
住

職
は
「
建
立
年
代
が
古
く
、

京
都
か
ら
運
ん
で
組
み
立
て

た
の
で
は
」
と
推
測
す
る
。

　

江
戸
時
代
の
様
子
を
今
に

伝
え
る
貴
重
な
歴
史
的
建
造

物
群
。「
寺
院
は
門
徒
が
集

ま
り
、
仏
様
の
話
を
聞
く
場

所
。
使
わ
れ
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い
」
と
藤
音
住
職
。
活

用
し
な
が
ら
、
大
切
に
守
っ

て
い
く
意
義
を
強
調
し
た
。
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運
動
６
年
…
1.3
キ
ロ
の
並
木
に

  

�
寒
田
の
百
本
桜

桜をいとおしそうに見上げる新貝さん（右）と有松さん

（
二
〇
〇
五
年
四
月
三
日
）

　

四
月
。
フ
ジ
で
有
名
な
大
分
市
寒
田
の
西
寒
多
神
社
周
辺
に
、
本
格
的

に
春
の
気
配
が
漂
い
始
め
た
。
神
社
の
そ
ば
を
流
れ
る
寒
田
川
の
せ
せ
ら

ぎ
と
穏
や
か
な
日
の
光
、
ウ
グ
イ
ス
の
さ
え
ず
り
、
そ
し
て
「
ふ
る
さ
と

の
昔
の
風
景
を
取
り
戻
そ
う
」
と
、
川
沿
い
に
住
民
ら
が
植
え
た
桜
が
、

も
う
す
ぐ
見
ご
ろ
を
迎
え
る
。

　

昭
和
初
期
、
川
沿
い
に
は
桜
並
木
が
あ
り
、
春
に
な
る
と
辺
り
を
ピ
ン

ク
色
に
彩
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
水
害
や
病
害
、
河
川
工
事
な
ど
の
影
響

で
減
り
、
当
時
の
桜
は
数
本
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

　

一
九
九
九
年
、
近
く
の
寒
田
小
学
校
の
児
童
と
地
元
自
治
会
、
県
大
分
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土
木
事
務
所
が
協
力
し
、
川
沿
い
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
四
十
本
を
植
え
た
。

そ
の
後
、
住
民
は
「
百
本
を
目
指
そ
う
」
と
植
え
続
け
、
今
で
は
百
二
十

本
ほ
ど
に
。
約
1.3
キ
ロ
の
桜
並
木
が
で
き
て
い
る
。

　

近
く
に
住
む
新
貝
一
さ
ん
（
75
）
ら
住
民
が
下
刈
り
を
し
た
り
、
肥
料

を
や
っ
た
り
し
な
が
ら
、
手
塩
に
か
け
て
育
て
て
き
た
。
植
え
た
当
時
は

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
か
っ
た
若
木
は
す
く
す
く
と
成
長
し
、
今

で
は
七
メ
ー
ト
ル
近
く
の
木
も
。
幹
も
し
っ
か
り
し
た
。「
後
は
順
調
に

大
き
く
な
っ
て
く
れ
る
だ
け
」
と
新
貝
さ
ん
。

　

飼
い
犬
と
散
歩
を
し
て
い
る
人
や
、
友
達
と
遊
び
に
行
く
途
中
の
子
ど

【
メ
モ
】
西
寒
多
神
社
の
最
寄
り
の
バ
ス

停
は
、
大
分
バ
ス
の
「
ふ
じ
が
丘
南
」。

歩
い
て
15
分
ほ
ど
で
着
く
。

　

Ｊ
Ｒ
大
分
駅
前
か
ら
、
ふ
じ
が
丘
行
き

に
乗
っ
て
約
30
分
。

も
、
神
社
に
お
参
り
に
行
く

夫
婦
―
。

　

川
沿
い
を
歩
く
人
た
ち
は

立
派
に
成
長
し
た
桜
の
木
を

見
上
げ
、
春
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
ん
で
い
る
。

　
「
毎
年
き
れ
い
な
桜
が
咲

い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ

姿
を
見
る
の
が
う
れ
し
い
」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
新
貝

さ
ん
。

　

神
社
総
代
の
有
松
克
忠
さ

ん
（
70
）
は
「
由
緒
あ
る
神

社
を
は
じ
め
、
地
域
に
残
る

歴
史
と
文
化
、
自
然
を
残
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
」。



子
ど
も
に
温
か
い
贈
り
物

  

�
後
藤
体
器
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後藤芳正社長と大在西小にも設置された「トンネルスライダー」

　

緩
や
か
な
丘
の
上
に
建
ち
誇
る
子
ど
も
た
ち
の
城
。ユ
ニ
ー
ク
な
形
と
、

胸
弾
む
色
使
い
の
遊
具
が
、
子
ど
も
の
心
を
優
し
く
包
み
込
む
―
。
手
掛

け
た
遊
具
を
眺
め
た
と
き
、
二
代
目
・
後
藤
芳
正
さ
ん
（
52
）
の
顔
が
一

層
ほ
こ
ろ
ん
だ
。

　

戦
前
、
全
国
か
ら
視
察
団
が
訪
れ
る
ほ
ど
、
村
を
挙
げ
て
体
育
教
育
が

盛
ん
だ
っ
た
大
分
市
の
大
在
地
区
。
し
か
し
、
戦
時
中
に
軍
が
鉄
を
接
収

し
、
主
立
っ
た
体
育
施
設
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
か
っ
た
。
当
時
、
機
械
工

だ
っ
た
父
親
の
建
寿
さ
ん
（
78
）
＝
現
在
、
同
社
会
長
＝
に
地
域
の
人
々

が
「
体
育
機
器
を
製
造
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
。
一
九
四
七
年
、
地
域
の

プ
ラ
イ
ド
と
伝
統
を
胸
に
「
後
藤
製
作
所
」
が
開
業
し
た
。

（
二
〇
〇
五
年
四
月
十
日
）
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学
校
の
体
育
用
具
の
設
計
や
製
造
の
ほ
か
、
現
在
は
公
園
の
遊
具
も
主

流
。「
揺
れ
る
、回
転
す
る
、跳
ね
る
―
。さ
ま
ざ
ま
な
感
覚
を
全
身
で
感
じ
、

適
応
す
る
力
を
養
う
の
は
遊
具
に
し
か
で
き
な
い
。
子
ど
も
の
脳
や
体
を

形
成
す
る
上
で
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
」
と
芳
正
さ
ん
。

　

い
く
つ
か
の
遊
具
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
を

「
ペ
ッ
プ
ラ
ン
ド
」
と
名
付
け
、
二
〇
〇
一
年
に
商
標
登
録
し
た
。
ペ
ッ

プ
ラ
ン
ド
は
地
域
や
景
観
に
合
う
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
て
お
り
、
大
分
市

の
佐
野
植
物
公
園
や
津
久
見
市
の
津
久
見
港
わ
ん
ぱ
く
広
場
な
ど
に
も
設

置
さ
れ
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
に
カ
ー
ボ
ン
を
混

ぜ
、
静
電
気
を
抑
え
る
円
柱
形
の
滑
り
台
「
ト
ン
ネ
ル
ス
ラ
イ
ダ
ー
」
な

ど
を
開
発
し
た
。
大
在
の
北
公
園
の
ペ
ッ
プ
ラ
ン
ド
は
、
一
九
九
九
年
度

【
メ
モ
】
最
寄
り
の
バ
ス
停
は
大
分
バ
ス
の

「
角
子
原
」。
８
日
に
開
校
し
た
大
在
西
小
学

校
の
遊
具
も
手
掛
け
た
。

の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
日
本

産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
主
催
）

を
得
た
。

　

芳
正
さ
ん
は
「
全
国
規
模
の

メ
ー
カ
ー
と
の
競
争
が
あ
る
か

ら
こ
そ
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ

る
。
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を

目
指
し
、
失
敗
か
ら
改
善
、
改

良
を
積
み
重
ね
た
」。

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
技
術
者
な
ど

二
十
二
人
の
社
員
が
子
ど
も
の

成
長
を
願
っ
て
、
大
き
な
温
か

い
贈
り
物
を
造
り
続
け
て
い

る
。

http://www.pepland.co.jp/



●デジタル版「バスを降りたら」について
　「バスを降りたら」は、大分合同新聞社が 2004 年
5 月 23 日から 2006 年 4 月 2 日まで同紙朝刊に不
定期連載した記事。大分市内各地のバス停ごとに、
その近くに暮らす人々や自然、歴史などを紹介した。
今回、デジタルブックとして再構成し、公開する。
登場人物の年齢をはじめ文中の記述内容は、新聞連
載時のもの。                    　　        NAN-NAN 事務局
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■オオイタデジタルブックとは
　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と
学校法人別府大学が、大分の文化振興の一助とな
ることを願って立ち上げたインターネット活用プ
ロジェクト「NAN-NAN（なんなん）」の一環です。
　NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承して
いくうえで重要な、さまざまな文書や資料をデジ
タル化して公開します。そして、読者からの指摘・

追加情報を受けながら逐次、改訂して充実発展を
図っていきたいと願っています。情報があれば、
ぜひ NAN-NAN 事務局にお寄せください。
　NAN-NAN では、この「バスを降りたら」以外
にもデジタルブック等をホームページで公開して
います。インターネットに接続のうえ下のボタン
をクリックすると、ホームページが立ち上がりま
す。まずは、クリック！！！

別 府 大 学大分合同新聞社

ⓒ 大分合同新聞社

デジタル版「バスを降りたら」　第 11 回●「大分市営球技場」ほか
編集　　　　   大分合同新聞社
初出掲載媒体  大分合同新聞社（2004 年 5 月 23 日～ 2006 年 4 月 2 日）

《デジタル版》
 2009 年 8 月 28 日初版発行
編集　大分合同新聞社
制作　別府大学メディア教育・研究センター 地域連携部／川村研究室
発行　NAN-NAN 事務局  
　　   （〒 870-8605 大分市府内町 3-9-15 大分合同新聞社  総合企画部内）

http://www.beppu-u.ac.jp/
http://www.nan-nan.jp/
http://www.oita-press.co.jp/
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